	開催日時
	平成23年10月13日（木）午後７時から午後９時　　　　天気　くもり

	場所
	三保公民館

	町民参加者
	男20人　女17人　（40代以下　11人、50代　10人、60代以上　16人）　計37人

	町出席者
	町長、副町長、教育長、政策秘書課長、企画財政課長、総務防災課長、産業観光課長、都市整備課長、学校教育課長、事務局２人



会場で出された主な意見や提案
≪テーマ：防災対策≫
○昨年、今年の台風による影響で土砂崩れが発生し、湯本平付近の県道が通行止めとなった。三保地区の観光業者は非常に困っている。
○丹沢湖対岸の林道では台風による倒木処理がされておらず、高校駅伝の練習ができない状況。
　○玄倉の自主防災倉庫にある発電機が動かなかった。災害時の備品稼動精度を上げる目的で、装備の買替えについても助成の対象として検討してもらいたい。
　○三保地区の避難所は三保中学校一か所とされているが、もっと細かい避難所を設置した方がよいと思う。
　○ハイツ＆ヴィラが無くなったため、三保地区にドクターヘリ用のヘリポートが無くなった。この状態が続くのか。
　○台風で裏山の木が倒れた際に、役場に連絡したところ、役場で対応した者が、箒沢地区がどこなのか分からなかったようである。災害時は特に山北町の地域・地形を知っている人に居てもらいたい。

≪テーマ：地域振興≫
　○ハイツ＆ヴィラの跡地利用について。

　○足柄茶で放射性セシウムが検出された。飲用として利用できるか町はもっと計算して情報発信するべきではないか。
≪テーマ：その他≫
　○節電は終わったはずだが、未だに丹沢湖周辺の道路照明が点灯しておらず地域が暗いと思う。
　○台風により町は災害対策本部を設置した。県道通行止め解除の前に解散となった。災害対策本部の解散基準とは何か。
　○県道の草刈りは丁寧に実施し、見通しを確保してもらいたい。
　○地域の自主防災倉庫に非常用食料を分配してもらいたい。
　○川が近いこともあり、キャンプ場周辺では防災無線が聴こえない。
　○地震等で上ノ原にある水道タンクが壊れないか不安である。
　○学校統廃合について
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